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市
や
県
な
ど
で
つ
く
る
上
野
三

碑
普
及
推
進
会
議
は
、
上
野
三
碑

や
郷
土
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
上
野
三
碑

か
る
た
」
の
作
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。昨
年
に
は
、テ
ー
マ
に
沿
っ

た
読
み
札
の
原
案
を
県
内
外
か
ら

募
集
。
そ
の
結
果
、北
は
北
海
道
、

南
は
福
岡
県
ま
で
全
国
各
地
か
ら

6
7
5
1
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
上
野
三
碑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

な
ど
の
民
間
団
体
や
有
識
者
か
ら

な
る
上
野
三
碑
か
る
た
作
成
委
員

会
が
、
そ
の
中
か
ら
選
定
。
上
野

三
碑
全
体
や
各
碑
、
三
碑
ゆ
か
り

の
人
物
、
周
辺
の
産
業
や
文
化
財

に
つ
い
て
読
ん
だ
も
の
な
ど
、
44

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
読
み
札
の

字
は
、
高
崎
経
済
大
学
附
属
高
校

書
道
部
が
清
書
し
、
絵
札
は
本
市

在
住
の
画
家
が
描
き
ま
し
た
。

　

上
野
三
碑
普
及
推
進
会
議
は
、

5
0
0
0
部
制
作
し
た
上
野
三
碑

か
る
た
を
、
今
後
県
内
の
小
中
学

校
や
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

な
ど
の
教
育
機
関
に
配
布
。
4
月

25
日
㈯
か
ら
、
県
内
の
主
要
書
店

で
順
次
販
売
す
る
予
定
で
す
。
上

野
三
碑
か
る
た
は
、
読
み
札
・
絵

札
各
44
枚
1
セ
ッ
ト
で
、
価
格
は

8
8
0
円
（
消
費
税
込
み
）
で
す
。

遊
び
方
と
解
説
文
も
あ
り
ま
す
。

　

三
碑
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
財

　学校の夏休みの課題で応募しました。インターネットなど
を使って調べていくうちに、地域で守っていく価値のあるも
のなんだと感じ、その思いを率直に読み札に表現しました。
選ばれるなんて思っていなかったので、とてもうれしいです。
まだ実際に三碑に行けていないので、現地に行ってみたり、
もっと調べたりしたいです。上野三碑かるたをぜひ家族とやっ
てみたいと思います。

「え」の読み札の原案を考えた

高松中3年　桑原克
かつみ

実さん

上野三碑を知る
きっかけになりました

Interview 読み札を考えた人に聞きました

　上野三碑かるたの読み札は、原案を全国から募
集、高崎経済大学附属高校書道部が多胡碑の書体
を参考に清書。絵札は市内在住の画家が現地を取
材して描いています。箱のデザインは、文字デザ
インを多数手がける、市内在住のデザイナーが考
案。全国からさまざまな世代の人たちの力が集
まって完成した上野三碑かるたを、ぜひ手に取っ
て見てください。

上こ
う
ず
け野
三
碑
や
市
内
外
の
文
化
財
な
ど
、
郷
土
の
魅
力
を
伝
え
る
「
上
野
三
碑
か
る
た
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
号
で
は
、
上
野
三
碑
か
る
た
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財
保
護
課
（
☎
3
2
1
・
1
2
9
2
）
へ
。

遊
ん
で
学
べ
る
上
野
三
碑
か
る
た

郷
土
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た

郷
土
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た
4444
枚枚

や
そ
れ
ら
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物

な
ど
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
学
べ

る
上
野
三
碑
か
る
た
に
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

たくさんの人の協力でできた上野三碑かるた

4 月 25 日㈯から市ホームページで上野
三碑やかるたのPR動画が見られます▶

上野三碑かるた
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完
存
す
る
石
碑
と
し
て
は
国
内
最
古
。
4
行
で
漢
字
53

字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
全
て
日
本
語
の
語
順
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
放
光
寺
の
僧
・
長ち

ょ
う
り利

が
、
亡
き
母
の

黒く
ろ
め売
刀と

じ自
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
た
も
の
。
隣
に
は

黒
売
刀
自
が
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
山
上
古
墳
が

あ
り
、
古
墳
と
供
養
の
た
め
の
石
碑
が
残
っ
て
い
る
非

常
に
珍
し
い
例

山
上
碑
〈
や
ま
の
う
え
ひ
〉

日
本
三
古
碑
の
一
つ
。
石
碑
は
、
笠
石
・
碑
身
・
台
石

か
ら
な
り
、牛
伏
砂
岩
に
6
行
、80
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

平
城
京
遷
都
の
翌
年
7
1
1
年
頃
に
、
当
時
の
中
央
政

府
の
命
に
よ
り
多
胡
郡
（
現
在
の
吉
井
町
と
山
名
町
を

中
心
と
す
る
地
域
）
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
。
江
戸
時
代
以
降
に
は
、
朝
鮮
通
信

使
を
通
じ
て
中
国
に
ま
で
書
風
が
伝
え
ら
れ
た

多
胡
碑
〈
た
ご
ひ
〉

古
代
豪
族
の
三み
や
け家

氏
が
、
先
祖
供
養
の
た
め
に
建
立
し

た
も
の
。
仏
教
の
普
及
や
古
代
女
性
の
社
会
的
地
位
の

高
さ
な
ど
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
家
氏

は
山
上
碑
に
記
さ
れ
た
「
佐さ
の
の野
三
家
」（
ヤ
マ
ト
政
権
の

地
方
支
配
拠
点
）
を
管
理
し
た
豪
族
の
末ま
つ
え
い裔
と
み
ら
れ

る
。
県
内
で
初
め
て
「
群
馬
」
の
文
字
が
使
わ
れ
た

金
井
沢
碑〈
か
な
い
ざ
わ
ひ
〉

か
る
た
で
振
り
返
る

上こ

う

ず

け野
三
碑
っ
て
な
ぁ
に
？

　

飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
「
山
上

碑
」「
多
胡
碑
」「
金
井
沢
碑
」
の
総
称
で
す
。

日
本
最
古
の
石
碑
群
で
、
い
ず
れ
も
国
の
特
別

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
に
現
存
す

る
古
代
石
碑
・
石
塔
は
わ
ず
か
18
例
。
そ
の
う

ち
の
3
つ
の
碑
が
本
市
の
直
径
3
㌔
㍍
以
内
に

集
中
し
て
い
て
、
そ
の
関
連
性
な
ど
か
ら
読
み

解
け
る
歴
史
的
価
値
は
非
常
に
高
い
も
の
で

す
。
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
平
成
29
年
に
ユ

ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

高
崎
高
崎

NN

吉井吉井

山名山名
金井沢碑金井沢碑

  山上碑  山上碑

上越・北陸新幹線

上越・北陸新幹線

上信電鉄上信電鉄
  多胡碑  多胡碑
・記念館・記念館

〈山上碑をテーマにした読み札〉

〈多胡碑をテーマにした読み札〉〈金井沢碑をテーマにした読み札〉

【上野三碑周辺図】

上野三碑以外にもまだまだあります

市内の史跡や文化財
　上野三碑かるたでは、上野三碑以外にも、市の史跡
や文化財などを読んだ札があります。上野三碑かるた
で遊ぶことで、今まで知らなかった市の歴史や身近に

■
造
立

　
　
　

6
8
1
年

■
所
在
地

　
　
　
　

山
名
町

■
造
立

　
　

7
1
1
年
頃

■
所
在
地

　
　
　

吉
井
町
池

■
造
立

　
　
　

7
2
6
年

■
所
在
地

　
　
　
　

山
名
町

ある史跡などについて、新たな発見があるかもしれま
せん。家族や友達とかるたを楽しみながら、もっと市
について知ってみませんか。

上野三碑かるた

●●

●● ●●

●●

●● ●●●●

■ 旧新町紡績所（新町、国史跡）

▲国の重要文化財にも指定されている（敷
地内には立ち入れません）

■ 保
ほ ど た

渡田古墳群（井出町・保渡田町、国史跡）

▲八幡塚古墳など 3つの古墳からなる古墳群

■ 観音塚古墳（八幡町、国史跡）

銅
どうわん

鋺などの出土品は国の重要文化財に指定▲

■ 上野国分寺跡（東国分町・引間町、前橋市
　　　　　　　　元総社町、国史跡）

◀20分の1スケールの七重塔の模型

■ 小暮の穴薬師（吉井町小暮、市史跡）

▲古代の横穴墓群。現在は薬師如来像が祭られている

■ 山名古墳群（山名町、市史跡）

◀かつて60基、現在17基の古墳が存在

■ 漆山古墳（下佐野町、市史跡）

▲佐野屯
みやけ

倉の地に残る大型前方後円墳


